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国軍は、国王の介入やクーデタを求める中間層のデモに呼応するかたちで、2006 年 9 月に続き、













































世界銀行の調査によると、2005 年から 2009 年までの平均で、全人口のうち最も富裕な 20％の
人の総所得と、最も貧しい 20％の人の総所得の比較が最も大きいのは、ラテンアメリカのコロ
ンビアで、富裕な 20％の総所得と貧しい 20％の総所得は 25 対 1 の割合であった。他方、タイは


























した。第 2 に、福祉国家的政策を実施し広い支持を獲得しつつ、第 3 に、経済政策はネオリベラ
リズム政策を推進した。第 4 に、その政治姿勢は権威主義的であった。ここにタクシンが選挙で
勝利し高い支持率を維持したにも係らず、激しい反対運動の末に 2006 年 9 月にクーデタに倒れ、
バンコク市民がそのクーデタを支持した理由が隠されている。以下、詳細に論じていく。
3.2 マニフェスト選挙と福祉国家政策への反発




タクシンが闘った 2 回目の 2005 年 2 月の総選挙では、500 議席中 377 議席をタイ愛国党が占








































































が、2007 年 12 月の総選挙でタクシン派の政党が勝利すると、翌年、PAD は再び反タクシン運
動を展開し、軍部、裁判所、王室の支援を求めながらタクシン派への攻撃を仕掛けた。2008 年
11 月 25 日に PAD は国際空港占拠を開始し、12 月 2 日、憲法裁判所はタクシン派政党に解散命





の出稼ぎ労働により政治的意識の高まりはあった。だが、タクシン登場後 2001 年から 2006 年 9
月のクーデタまでは、タクシン支持者はマニフェスト選挙と福祉国家政策によって急速に政治的























出席者を拘束した上で、同日、クーデタを決行した。そして、5 月 26 日、国王が、プラユット
陸軍司令官を国家平和秩序維持評議会（NCPO）議長として承認した。
これに先立つ 2011 年 7 月の選挙で、タクシン派（インラック首相、タクシンの妹）が 500 議
席中 265 議席獲得し、2008 年 12 月に PAD の反タクシン運動の結果誕生したアピシット政権に
代って政権を握った。インラック政権誕生後、直後に洪水問題などがあり、政治闘争は一時中断
された。しかし、2013 年 11 月初め、インラック首相は、タクシンを含む両派の政治犯への恩赦
法案をタイ貢献党の賛成多数で下院を通過させたが、タクシン派と反タクシン派の両陣営からの
反対が強かったため立法化を断念した。しかし、反タクシン派はこれに満足することなくインラッ
ク政権の打倒を訴えて、抗議行動を激化させた。11 月 29 日、民主党副党首のステープが議員を
辞め、人民民主改革委員会（PDRC）を組織し、インラック政権打倒を求めてデモによる抗議運









そのため、5 月 22 日から「最後の闘い」をすると宣言していた。より大規模なデモをやり、混
乱を起こしてクーデタを誘うことが目的であった。反タクシン派としては、司法の判決は不十分
であり、上院もあてにできなかった。残るは国軍か国王の介入による形勢の逆転であった。国軍
は 5 月 22 日にクーデタを決行し、国王はクーデタを承認してこれに応えた。
5.2 バンコク中間層は何を求めているか
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